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昭

和

五

十

七

年

六

月

七

日
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出 

質
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一

四
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

福
岡
県
知
事
公
舎
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
七
年
六
月
七
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
田 

 

一 

殿 

 

提 

出 

者 
 

小 

沢 

和 

秋 

 

一 

 



 

我
が
党
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
県
当
局
は
は
じ
め
か
ら
こ
の
よ
う
に
豪
華
な
公
舎
を
建
設
す
る
予
定
で
い
な
が

ら
、
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
議
会
に
設
計
委
託
料
千
三
百
八
十
五
万
円
を
計
上
、
次
い
で
五
十
五
年
二
月
議
会
に

五
十
五
年
度
分
と
し
て
一
億
九
千
百
八
十
九
万
円
、
五
十
六
年
度
分
と
し
て
九
千
五
百
九
十
万
円
の
建
設
費
を
計

上
し
た
。
県
当
局
は
、
こ
れ
に
よ
り
公
舎
の
総
工
費
は
二
億
八
千
万
円
程
度
と
い
う
印
象
を
県
民
の
間
に
広
げ

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
は
、
県
有
施
設
緑
化
推
進
事
業
費
の
中
に
九
百
七
十
万
円
の
公
舎
植
栽
事
業
を
潜

り
込
ま
せ
て
い
た
。
さ
ら
に
五
十
六
年
二
月
議
会
に
「
総
合
庁
舎
等
建
設
費
」
の
名
目
で
、
行
橋
・
福
岡
東
地
区
な 

福
岡
県
当
局
が
、
総
工
費
五
億
九
千
万
円
に
達
す
る
豪
華
な
知
事
公
舎
を
建
設
し
、
私
邸
部
分
の
調
度
品
に
至

る
ま
で
県
費
で
調
達
し
て
い
た
事
実
は
、
亀
井
知
事
の
政
治
姿
勢
を
示
す
も
の
と
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
で
全
国
に
報

道
さ
れ
、
地
元
で
は
監
査
を
請
求
す
る
運
動
が
始
ま
つ
て
い
る
。 

福
岡
県
知
事
公
舎
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

ど
の
総
合
庁
舎
建
設
費
を
計
上
し
た
中
に
公
舎
建
設
費
の
追
加
分
三
億
四
千
九
百
九
十
六
万
円
を
盛
り
込
ん
で
い

な
が
ら
、
関
係
委
員
会
で
の
予
算
説
明
で
は
一
切
触
れ
ず
、
公
舎
建
設
事
業
の
全
体
計
画
が
六
億
円
近
い
巨
額
に

な
る
こ
と
を
ど
の
時
期
に
も
示
さ
な
か
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
県
民
を
欺
く
や
り
方
に
つ
い
て
、
知
事
本
人
に
政
治

的
、
道
義
的
に
大
き
な
責
任
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

一 

福
岡
県
が
全
国
有
数
の
大
県
で
あ
る
と
し
て
も
、
類
似
県
と
比
べ
て
さ
え
あ
ま
り
に
公
舎
が
豪
華
で
あ
る
こ 

と
は
、
ほ
ぼ
同
時
に
建
設
さ
れ
た
北
海
道
知
事
公
舎
一
億
二
千
五
百
万
円
と
比
較
し
た
だ
け
で
も
否
定
で
き
な 

立
養
護
施
設
も
老
朽
化
し
た
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
の
豪
華
な
公
舎
建
設
は
、 

そ
こ
で
、
以
下
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
、
地
方 

地
方
自
治
法
第
二
条
第
十
三
項
「
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
に
当
つ
て
は
、
住
民
の
福
祉
の 

い
。
こ
れ
に
対
し
、
県
民
生
活
は
不
況
の
長
期
化
な
ど
で
一
層
苦
し
く
な
つ
て
い
る
。
戦
前
に
建
て
ら
れ
た
県 

四 

 



 

三 

こ
の
建
設
費
の
中
に
は
、
電
気
洗
た
く
機
、
こ
た
つ
、
食
卓
な
ど
私
邸
部
分
の
住
居
備
品
費
九
百
二
十
六
万 

二 

現
在
、
政
府
は
国
の
財
政
危
機
を
打
開
す
る
た
め
、
地
方
に
対
し
て
も
節
減
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
昭

和
五
十
六
年
一
月
五
日
付
、
各
都
道
府
県
知
事
あ
て
自
治
事
務
次
官
通
達
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改

革
の
推
進
に
つ
い
て
」
な
ど
で
明
ら
か
で
あ
る
。 

円
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
県
民
か
ら
公
私
混
同
と
し
て
、
特
に
厳
し
い
批
判
を
受
け
て
い
る
。
国
家
公
務 

え
て
、
こ
れ
を
支
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
な
ど
に
反
し
て
お
り
、
違
法
な
支
出
で
は
な
い
の
か
。 

に
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は
よ
く
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
国
の
指
導
を
無
視
し
て
豪
華
な 

い
や
し
く
も
国
の
政
策
に
反
し
…
…
て
は
な
ら
な
い
。
」
に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

公
舎
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
地
方
財
政
法
第
二
条
「
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
財
政
の
健
全
な
運
営
に
努
め
、 

財
政
法
第
四
条
「
地
方
公
共
団
体
の
経
費
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
必
要
且
つ
最
少
の
限
度
を
こ 

我
が
党
は
、
政
府
の
「
行
政
改
革
」
の
や
り
方
に
は
厳
し
い
批
判
を
持
つ
て
い
る
が
、
国
・
地
方
と
も
財
政
的 

五 

 



 

四 

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
本
問
題
は
県
民
の
厳
し
い
批
判
を
免
れ
得
な
い
違
法
・
不
当
な
支
出
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。 

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
六
条
の
二
（
事
務
の
違
法
不
当
処
理
に
対
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の
監
督
権
）
で
は
、

「
不
当
に
経
費
を
支
出
し
、
…
…
著
し
く
事
務
の
適
正
な
執
行
を
欠
き
、
且
つ
、
明
ら
か
に
公
益
を
害
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
…
…
違
反
の
是
正
又
は
改
善
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
定
め
て
い
る
。
前
項
で
指
摘
し
た
私
邸
部
分
の
住
居
備
品
等
は
明
ら
か
に
本
条
に
違
反

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
是
正
の
た
め
本
条
に
定
め
る
監
督
権
限
を
行
使
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
内
閣
総 

員
宿
舎
法
第
十
一
条
に
よ
れ
ば
、「
公
邸
に
は
、
い
す
、
テ
ー
ブ
ル
等
公
邸
に
必
要
と
す
る
備
品
（
も
つ
ぱ
ら
居 

住
者
の
私
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
備
え
付
け
、
無
料
で
貸
与
す
る
。
」
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
首
相
官
邸

な
ど
で
あ
つ
て
も
、
私
生
活
に
使
用
す
る
も
の
ま
で
国
費
で
無
料
提
供
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
県
知
事

公
舎
に
つ
い
て
も
当
然
こ
れ
に
準
じ
て
措
置
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

六 

 



 

 

七 

理
大
臣
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


